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旧
年
中
は
、
石
巻
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
対
し
ま
し
て
ご
支
援
と
ご
協
力
い

た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
石
巻
市
に
お
い
て
は
、
高
齢
化

率
約
33
％
、
そ
し
て
、
出
生
者
数
は
年

間
６
０
０
人
を
切
る
状
況
を
迎
え
て
お

り
、
少
子
高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
ん

で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
核
家
族
化
や
単

身
世
帯
、
単
身
高
齢
者
世
帯
の
増
加
に

伴
い
、
複
雑
か
つ
複
合
的
な
課
題
を
抱

え
る
世
帯
が
増
え
て
お
り
、
そ
の
課
題

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
て
は
、

支
え
合
い
の
構
築
や
、
地
域
が
有
し
て

い
る
「
強
み
・
力
」
を
理
解
し
、
地
域

の
社
会
資
源
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
各
関

係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
対
応
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
会
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
「
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
た
め
、
市
民
の
皆
様
、
そ

し
て
関
係
機
関
や
行
政
と
協
働
で
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
本
会
の
事
業

運
営
に
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　
石
巻
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
会
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。
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令
和
６
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会

【
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
】

　
〇
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
表
彰

　
・
林　
　
　
光
次
郎
（
石
巻
）

　
〇
社
会
福
祉
協
議
会
・
民
間
社
会

　
福
祉
団
体
功
労
表
彰

　
・
松　
川　
幸　
代
（
石
巻
）

第
93
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

【
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

会
長
表
彰
】

　
〇
永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員

・
泉　
　
　
文　
博
（
石
巻
）

・
久　
道　
澄　
子
（
住
吉
）

・
吉　
田　
美　
佳
（
住
吉
）

・
遠　
藤　
佳　
子
（
門
脇
）

・
寳　
　
　
鉄　
雄
（
門
脇
）

・
櫻　
井　
法　
昭
（
湊
）

・
藤　
井　
由　
美
（
蛇
田
）

・
髙　
橋　
三　
郎
（
蛇
田
）

・
管　
野　
孝　
夫
（
蛇
田
）

・
平　
塚　
ひ
ろ
み
（
荻
浜
）

・
保　
原　
　
　
稔
（
渡
波
）

・
丹　
野　
和
賀
子
（
渡
波
）

・
古　
内　
京　
子
（
渡
波
）

・
古
藤
野　
裕　
子
（
釜
・
大
街
道
）

・
尾　
形　
次　
也
（
釜
・
大
街
道
）

・
村　
田　
初　
惠
（
釜
・
大
街
道
）

・
井　
上　
誼　
一
（
釜
・
大
街
道
）

・
小
笠
原　
弘　
之
（
釜
・
大
街
道
）

・
佐　
藤　
昌　
弘
（
釜
・
大
街
道
）

・
阿　
部　
安　
吉
（
河
北
）

・
山　
口　
修　
一
（
河
北
）

・
吉　
田　
厚　
子
（
雄
勝
）

・
須　
藤　
壽　
子
（
河
南
）

・
伊　
藤　
　
　
亮
（
河
南
）

・
片　
倉　
三
枝
子
（
河
南
）

・
新　
田　
美
恵
子
（
河
南
）

・
高　
橋　
昭　
子
（
桃
生
）

・
大　
森　
和　
枝
（
桃
生
）

・
小　
松　
豊　
実
（
北
上
）

第
70
回
宮
城
県
社
会
福
祉
大
会

【
宮
城
県
社
会
福
祉
功
労
者
知
事
表
彰
】

　
○
民
生
委
員
児
童
委
員

・
阿　
部　
秀　
美
（
住
吉
）

・
甲　
谷　
泰　
成
（
荻
浜
）

・
小
野
寺　
照　
子
（
渡
波
）

・
佐　
藤　
清　
子
（
河
南
）

　
○
民
間
社
会
福
祉
団
体

・
明
笑
館

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
（
湊
）

・
蛇
田
手
話
サ
ー
ク
ル
（
蛇
田
）

・
チ
ッ
プ
と
デ
ィ
ル
（
桃
生
）

・
牡
鹿
ダ
ン
ベ
ル
会
（
牡
鹿
）

【
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会会

長
表
彰
】

　
〇
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者

・
引　
地　
よ
り
子
（
住
吉
）

・
渋　
谷　
敏　
子
（
河
南
）

　
〇
社
会
福
祉
協
議
会
役
職
員
功
労
者

・
齋　
藤　
洋　
一
（
河
南
）

　
〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者

・
阿　
部　
久
仁
子
（
河
南
）

・
川　
田　
和　
子
（
河
南
）

・
菅　
原　
ち　
ゑ
（
河
南
）

・
鈴　
木　
洋　
子
（
河
南
）

・
中　
野　
和　
子
（
河
南
）

　
〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
団
体

・
石
巻
ス
コ
ッ
パ
ー
ズ
（
湊
）

【
宮
城
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
】

　
〇
募
金
活
動
奉
仕
功
労
者(

表
彰)

・
粟　
野　
　
　
寛
（
石
巻
）

・
櫻　
井　
與
四
郎
（
住
吉
）

・
水　
野　
隆　
雄
（
湊
）

・
伊　
藤　
新　
一
（
山
下
）

・
伊　
澤　
正　
春
（
山
下
）

・
髙　
橋　
靖　
雄
（
蛇
田
）

・
渡　
邊　
末　
男
（
蛇
田
）

・
松　
林　
勝　
彦
（
蛇
田
）

・
神　
山　
庄　
一
（
蛇
田
）

・
横　
山　
峰　
夫
（
蛇
田
）

・
亀　
山　
安　
雄
（
蛇
田
）

・
亀　
山　
貴　
一
（
荻
浜
）

・
富　
樫　
衞　
勝
（
渡
波
）

・
佐　
藤　
義　
宣
（
渡
波
）

・
末　
永　
兼　
夫
（
渡
波
）

・
菅　
野　
英　
一
（
渡
波
）

・
阿　
部　
啓　
一
（
稲
井
）

・
石　
井　
裕　
士
（
稲
井
）

・
髙　
橋　
輝　
行
（
稲
井
）

・
木　
村　
博　
彦
（
稲
井
）

・
武　
山　
東　
一
（
河
北
）

・
千　
葉　
正　
隆
（
河
北
）

・
伊　
藤　
　
　
進
（
雄
勝
）

・
髙　
橋　
　
　
治
（
雄
勝
）

・
大　
槻　
敏　
也
（
雄
勝
）

・
稲　
葉　
憲
一
郎
（
河
南
）

・
金　
子　
眞　
一
（
河
南
）

・
雫　
石　
利　
幸
（
河
南
）

・
髙　
橋　
　
　
弘
（
河
南
）

・
千　
葉　
新　
一
（
河
南
）

・
佐　
藤　
正　
孝
（
桃
生
）

・
酒　
井　
寛　
治
（
桃
生
）

・
高　
橋　
邦　
男
（
桃
生
）

・
佐
々
木　
祐　
助
（
桃
生
）

　
〇
募
金
活
動
奉
仕
功
労
者(

感
謝
状)

・
榊　
　
　
顯　
雄
（
石
巻
）

・
阿　
部　
武　
治
（
釜
・
大
街
道
）

・
佐　
藤　
泰　
次
（
山
の
手
）

・
夛　
田　
迪　
生
（
住
吉
）

・
小　
松　
憲　
二
（
住
吉
）

・
戸　
田　
正　
勝
（
住
吉
）

・
勝　
亦　
睦　
男
（
住
吉
）

・
星　
澤　
邦　
夫
（
山
下
）

・
菊　
池　
英　
行
（
山
下
）

・
末　
永　
　
　
通
（
湊
）

・
熊　
谷　
清　
則
（
湊
）

・
末　
永　
孝　
行
（
湊
）

・
浅　
利　
秀　
勝
（
蛇
田
）

・
黒　
須　
正　
孝
（
蛇
田
）

・
橋　
本　
栄　
一
（
蛇
田
）

・
石
母
田　
　
　
誠
（
蛇
田
）

・
三　
浦　
金
二
郎
（
河
北
）

・
大　
槻　
稲　
夫
（
河
北
）

・
三　
浦　
　
　
博
（
河
北
）

・
三　
條　
経
三
郎
（
河
北
）

・
小　
山　
和　
義
（
河
北
）

・
山　
下　
忠　
克
（
河
北
）

・
栁　
田　
晴　
雄
（
河
北
）

・
今　
野　
長　
松
（
河
北
）

・
芳　
賀　
茂　
吉
（
河
北
）

・
及　
川　
公　
一
（
河
北
）

・
平　
野　
壯　
一
（
河
北
）

・
首　
藤　
英　
敏
（
河
北
）

・
神　
山　
利　
昭
（
河
北
）

・
佐　
藤　
和　
一
（
河
北
）

・
齋　
藤　
安　
弘
（
河
北
）

・
梶　
原　
敏　
彦
（
河
北
）

・
今　
野　
良　
隆
（
河
北
）

・
伊　
藤　
吉
太
郎
（
河
北
）

・
武　
山　
秋　
男
（
河
北
）

・
德　
水　
博　
志
（
雄
勝
）

・
青　
木　
甚
一
郎
（
雄
勝
）

・
髙　
橋　
義　
一
（
桃
生
）

・
濱　
林　
良　
治
（
桃
生
）

・
伊　
藤　
　
　
幸
（
桃
生
）

・
佐
々
木　
惣　
治
（
桃
生
）

・
渡　
邊　
哲　
郎
（
桃
生
）

・
佐　
藤　
英　
悦
（
桃
生
）

・
髙　
橋　
　
　
武
（
桃
生
）

・
佐
々
木　
勝　
徳
（
桃
生
）

永年にわたり社会福祉の発展に寄与され、功績のあった市内の方々が表彰されました。
受賞者のみなさまは下記のとおりです。この度の受賞、誠におめでとうございます。� ※敬称略

受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます

【
宮
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
表
彰
】

○
永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員

・
浜　
野　
眞
由
美
（
住
吉
）

・
後　
藤　
勝　
子
（
荻
浜
）

・
板　
橋　
き
ね
子
（
渡
波
）

・
森　
山　
清　
枝
（
桃
生
）

・
鈴　
木　
　
　
学
（
北
上
）

令
和
６
年
度
石
巻
市
市
政
功
労
表
彰
式 

【
市
政
功
労
表
彰
】

○
社
会
福
祉
事
業
関
係
団
体

・
蛇
田
手
話
サ
ー
ク
ル(

生
協)（

蛇
田
）

・
エ
ン
ジ
ョ
イ
ダ
ン
ベ
ル
か
ほ
く

（
河
北
）

・
竹
扇
会
（
河
北
）

・
大
須
灯
台
会
（
雄
勝
）

○
社
会
福
祉
事
業
関
係
団
体
役
員

・
秋　
山　
喜　
弘
（
雄
勝
）

令
和
６
年
文
化
の
日
表
彰
式

【
文
化
の
日
表
彰
】

○
民
生
安
定
功
労

　
・
髙　
橋　
博　
子
（
石
巻
）
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①『もったいない』『あるものをどう
にかしたい』という想いから、身近な
所でできることはないか調べ、取引先
からフードバンクの取り組みを聞き、
令和３年から事務所内にフードドライ
ブを設置。②社員からの提供品以外に
も、災害備蓄品など併せてフードバン
クに提供。③このような取り組みが社
内で当たり前になり、少しでも地域に
貢献していけたらと思います。

①災害備蓄品を整備したが、入れ替え
時に賞味期限に余裕のある物を廃棄せ
ず有効活用できる方法がないか調べた
ところ、フードバンクいしのまきの存
在を把握。②災害備蓄品（飲料水、食
糧）をフードバンクへ提供。③従業員
一人ひとりの取り組みが地域の皆さん
の力になることを願い、今後も社内全
体で意識が高まればと思います。

①食品ロスの削減と食事に困っている
方への支援を目的にフードドライブを
設置。②提供内容は様々で「身近な場
所で社会貢献に参加できる」「物価が
上がって困っている方に少しでも喜ん
でもらいたい」というお客様の声も。
③フードドライブを通して、温かい地
域社会を築いていけるよう善意をつな
ぐ架け橋のような役割を果たしていき
たいと思います。

みなさんが自分たちの住む地域の福祉情報に触れ、地域への関心が
高まるきっかけとなるよう、様々な情報を掲載していきます。

　　　　　　　　　　　①きっかけ
◆企業に聞いたこと◆　②提供内容（物品）
　　　　　　　　　　　③今後の想い

住所：石巻市蛇田字小斎80　電話番号：0225－93－5527
【利用対象者】精神障がい、知的障がい、身体障がい、発達障がい等
【作 業 内 容】・弁当、総菜の仕込みや配達、販売
　　　　　　・椿茶製造に係る洗浄作業。椿茶の販売
　　　　　　・その他（海産物の仕入れ販売、メール便の配達、
　　　　　　　食器洗浄、焼き鳥串刺し等）

　めだかのたいようは、障がい事業と介護事業を運営する事業所です。障がい事業の就労継続支援Ｂ型事業
は、障がいを抱えている方たちに働く環境の場を提供する法定のサービスです。めだかのたいようでは、就
労の機会を提供すると同時に地域との交流を大切にしています。お祭りなどの行事では利用者の方もスタッ
フとしてフランクフルトや焼きそばの販売などに取り組んでいます。介護事業の利用者で高齢の方、そして
障がいがある方もみんなで一丸となって活動しています。

　フードバンクいしのまきは宮城県北部地域が活動エリアです。事業内容は生活困窮世帯への食糧支援と食品ロス
削減です。現在フードドライブは常設・企業内・期間限定を含めて約105箇所の企業・法人・公共施設等の協力を
頂いております。寄付食品は各生活相談機関の要請、子ども・障がい者支援、地域交流団体等に提供しています。
食糧支援件数が増加傾向の中、地域の方や企業・団体から温かい協力を頂き、大変感謝しております。誰もが「食」
に困ることがないように、生活課題解決の一助として、今後とも活動していきます。

発見『地元の福祉』掲示板　～ 地域とともに ～

『食』の社会貢献活動～フードバンク・フードドライブに取り組んでいる企業紹介～

障 害 事 業 所 紹 介

株式会社丸本組

フードバンクいしのまき
代表理事　末永　　博 氏
事務局長　佐藤　良子 氏

株式会社めだか めだかのたいよう

南光運輸株式会社 ファミリーマート

まだ食べることができるにも関わらず、廃棄されそうな食品
を活用し、食料を必要としている福祉施設や生活困窮者に配
分する活動のこと。

家庭等で余っている食品を集めて、必要としている地域のフ
ードバンク等の生活困窮者支援団体、子ども食堂、福祉施設
等に寄付する活動のこと。

フード
バンク

フード
ドライブ

いしのまき社協だより 3 各企業の取り組みは社協WEBサイトで紹介 こちらから→
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中津山第二小学校6年
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藤
とう

こはる

中津山第二小学校6年

阿
あ べ

部　維
ゆい
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と

鹿又小学校5年

鈴
すず

木
き

みれあ

渡波小学校6年

伊
い せ

勢　彩
い

月
つき

鹿妻小学校6年

曳
ひき

地
ち

　結
ゆ

瞳
め

賞 作　　　　　品 学校名 学年 氏　名

最優秀賞 ヘルプマーク見つけていえたよ
 「ここどうぞ」 席も心もぽっかぽか 住吉小学校 3 溝

みぞ

口
ぐち

　悠
かな

太
た

市 長 賞 こまってそう… 
ドキドキするけど　声かけよう 鹿又小学校 ４ 菊

きく

田
た

すみれ

優 秀 賞

しんせつのちょきんは
いつかはみんなの大きな輪 桃生小学校 ２ 首

しゅ

藤
とう

くしな

「だいじょうぶ？」 よりそう心　わたしから
 つなごう手と笑顔の輪 向陽小学校 ６ 柏

かしわ

　　陽
ひ

菜
な

差しのべた　その手もどこかで助けられ 
めぐりめぐる優しい世界 石巻小学校 ５ 雁

かり

部
べ

　響
きょう

歌
か

令和令和 66 年度年度  福祉作品コンクール 入賞作品福祉作品コンクール 入賞作品
小学生の部
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稲井中学校1年

馬
ば ば
場みくり

青葉中学校2年

藤
ふじさわ
澤ゆずき

桃生中学校2年

阿
あ べ
部つむぎ

稲井中学校1年

米
よね
谷
や
　豪

たけ
留
る

稲井中学校1年

岡
おか
　和

わ か な
花奈

賞 作　　　　　品 学校名 学年 氏　名

最優秀賞 あなたの優しさ思いやり　一言掛けるその
勇気　明るい福祉へ第一歩！ 河南西中学校 3 芳

は

賀
が

　永
はる

彩
あ

市 長 賞 マーク見て　何が必要かわかること　まずは
知ること　気づくこと 石巻中学校 １ 赤

あか

間
ま

　　花
はな

優 秀 賞

お困りですか？　心のバリアフリー　広げよう 桃生中学校 １ 主
しゅ

藤
とう

　陽
はる

斗
と

大丈夫？　その一言から始めよう　寄りそう見守るそのあとに 山下中学校 １ 阿
あ

部
べ

　功
こ う

生
せ い

勇気出し　見てみぬふりせず　助ける行動 北上中学校 ２ 今
こん

野
の

　咲
さ

希
き

令和令和66年度年度  福祉作品コンクール 入賞作品福祉作品コンクール 入賞作品 明日を担う、市内の小・中学生を対象に、日常の生活の中で福祉について考え、
気付き、『優しさや豊かな心を育むこと』を目的に福祉作品コンクールを実施
しています。今年度も、たくさんのご応募ありがとうございました。
地域福祉講演会での表彰の様子は次ページをご覧ください！

中学生の部

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

最優秀賞

市
長
賞

入賞作品については石巻市社協WEBサイトでもご覧になることができます。
URL：https://www.ishinomaki-shakyo.or.jp/chiiki/fukushi-contest/
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　もともと絵は得意だったけど、い
ろいろ迷って完成まで２週間ちょっ
とかかりました。「みんなが手をつな
いでいるのがいいなぁ」と思って、
学校の授業で知った盲導犬や、白杖
を使っている人も一緒に描きました。
授賞式当日に最優秀賞と知って僕も
家族もびっくりでした。

　家族旅行での体験を思い出して作
りました。バスでヘルプマークを付
けている人に出会い、その意味をお
母さんが教えてくれたので、勇気を
だして声をかけました。バスを降り
る時に、その人と笑顔で別れること
ができたのが嬉しかったです。また
同じようなことがあったら声をかけ
たいです。

　自分の中で想像した二人の人物と
温かい雰囲気で、自分なりの『思い
やり』を表現してみました。私は登
下校中に近所の方と挨拶をしますが、
そんな地域の人との関わりを通して

『思いやり』を感じることがあります。
将来は絵を描く仕事をしたいので、
これからもいろいろなことを表現し
たいと思います。

　「明るく前向きなものが出来るとい
いな」と思って考えました。私は、
困っている人に声をかけようと思っ
ても少し躊躇してしまうところがあ
るので、この標語には、「勇気をだし
て一歩を踏み出そう」という気持ち
も込められています。

ポスターの部
最優秀賞

地域福祉講演会を開催しました
　12月７日（土）、石巻市ささえあいセンターを会場に地域福祉講演会を開催し、『つながる』をテーマとして、地
域の支援者や活動者など約150名の方にご参加いただきました。
　はじめに、市内で長きにわたって活躍されているお２人に登壇いただき、石巻ＮＰＯ支援オフィス所長の木村正
樹氏は、支援オフィスの「つなげる」役割、子ども食堂ぼんず代表の門間妃登美氏は「一人じゃないと思える場所
づくり」について発表していただき、人とのつながりの中で新たなつながりが生まれ、活動が広がっていくという
内容が印象的でした。続いて、社会福祉法人立川市社会福祉協議会総合相談支援課長の山本繁樹氏による基調講演

『一人一人が尊重されながら、つながりを実感できる地域づくり』では、石巻市の現状や課題を踏まえながら、市
の地域福祉計画と社協の地域福祉活動計画が連動し、地域の人や、多様な組織等がつながり、支えあうことの必要
性について事例を交えながらお話いただき、今後の石巻の地域福祉を推進していく上でのヒントを、参加者と共有
することができました。

受賞者インタビュー

中津山第二小学校６年

阿
あ べ
部　維

ゆい
士
と
さん

住吉小学校　３年

溝
みぞ
口
ぐち
　悠
かな
太
た
さん

青葉中学校　２年

藤
ふじ
澤
さわ
ゆずきさん

河南西中学校　３年

芳
は
賀
が
　永
はる
彩
あ
さん

福祉作品コンクール受賞者のみなさん

標語の部
最優秀賞
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みんなの笑顔がつながる 「こども友遊村」

【お問い合わせ・申込み先】　ボランティアセンター  ☎ 96 − 5290

【第２回災害ボランティア講座】（初級編） 【第３回レクリエーション講座】
各種講座の開催案内

レクリエーション講座を受講された方々に、その後の活用方法をインタビュー♪

　11月17日（日）、北上地区保健医療センターひまわりを会場に、北上地区民生委員児
童委員協議会主催の『第９回北上こども友遊村』が開催されました。
　会場には、スーパーボールすくい、バルーンアート、ストラックアウトなど７か所の
ブースが設けられ、昨年を上回る約40名の子どもたちの参加がありました。
　北上中学校からボランティアとして参加した３名の生徒は、小さな子どもたちにスー
パーボールすくいのコツや、バルーンアートの作り方を教えたりするなど積極的に関わ
っていました。また、地域の老人クラブ会員やダンベルクラブのボランティアさん方か
らお手玉やあやとりなど昔の遊びを教えてもらい「難しいけど、楽しい！」と夢中にな
る姿も見られました。
　当日は好天に恵まれて、友遊村が終了するまで参加者の賑やかな声が響いていました。

東日本大震災から14年。災害支援について一緒に
考えてみませんか？
内　　容：講話「災害ボランティアって何するの？」
　　　　　その他ワークショップ
講　　師：宮城県第二工業高等学校
　　　　　教諭　岡田　卓也　氏（OKDボランティア隊長）
開催日時：２月16日（日） 午前９時30分～11時30分
会　　場：石巻市ささえあいセンター３階
　　　　　ささえあいホール（石巻市穀町15番２号）
対 象 者：災害ボランティアに関心のある方
　　　　　災害ボランティア講座（初級編）を受講した
　　　　　ことのない方
持 ち 物：筆記用具、飲み物
定　　員：20名
参 加 費：無料
申込締切：２月12日（水）

地域のサロンやお茶会、施設などで活用できるレク
リエーションを学んでみませんか？
内　　容：「楽しくコミュニケーションを図りながら脳
　　　　　活性！」
講　　師：NPO法人宮城県レクリエーション協会
　　　　　副会長　山内　直子　氏　
開催日時：３月２日（日）午前９時30分～11時30分
会　　場：石巻市ささえあいセンター３階
　　　　　ささえあいホール（石巻市穀町15番２号）
対 象 者：地域サロン実践者及びレクリエーションに
　　　　　関心のある方
持 ち 物：筆記用具、タオル、飲み物
定　　員：35名
参 加 費：無　料
申込締切：２月21日（金）

みんなでお絵描き！

糸巻き巻きゲーム♪

何かできるかな～？

職場で実践する内海さん

北上

『いずみサロン』（石巻地区）
　いずみサロンでは、講座で習ったレクリエーショングッズを早速自分たちで作成し、10月
に『大運動会』を開催しました。参加者の約半数が80歳以上ですが、身体を動かしながら競
い合い、大いに笑い合いました。いずみサロンは、2015年５月からスタートしたサロン団体
です。代表の島宗さんは「講座はとても楽しく、すぐに活用できるのでこれからも参加し、新
しいレクリエーションを取り入れていきたい」と笑顔で話されていました。

『内
うち
海
み
ゆかりさん』（住吉地区）

　「楽しいことが大好き」と話す内海さんは、４年程前からこの講座を受講されています。
　講座で習った内容は、町内のお茶会やリハビリの仕事で活用し、その他にも、レクリエーシ
ョンボランティアとして、市内外のサロン活動を応援されています。「先生に習ったことをそ
の場の対象者に合わせてアレンジするのも大事」と話す内海さん。これからもレクリエーショ
ンを通して“たくさんの人と楽しさを共有していきたい”との想いを話してくれました。
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編 集 後 記

石巻市立飯野川小学校 様

宮城県石巻高等学校 様 株式会社山内組 様

石 巻 市 社 会 福 祉 協 議 会
各 支 所 　 お 問い 合 わ せ 先

総 務 課
地 域 福 祉 課
ボランティアセンター

〒986-0825  石巻市穀町15−2
☎0225-96-5290　FAX 0225-96-5223

生 活 支 援 課

（公営住宅等見守り連携室）

〒986-0032  石巻市開成１−26
☎0225-92-6733　FAX 0225-96-2613
☎0225-23-3911　FAX 0225-23-3912

河 北 支 所 〒986-0132  石巻市小船越字山畑417−54
☎0225-62-1077　FAX 0225-62-1079

雄 勝 支 所 〒986-1333 石巻市雄勝町雄勝字下雄勝12-42
☎0225-61-3011　FAX 0225-61-3022

河 南 支 所 〒987-1101  石巻市前谷地字黒沢前35
☎0225-72-3725　FAX 0225-72-2408

桃 生 支 所 〒986-0313  石巻市桃生町中津山字八木157-1
☎0225-76-1020　FAX 0225-79-1018

北 上 支 所 〒986-0202  石巻市北上町橋浦字大須215
☎0225-67-3025　FAX 0225-61-7024

牡 鹿 支 所 〒986-2523  石巻市鮎川浜清崎山7
☎0225-45-2684　FAX 0225-45-2785

　いしのまき社協だよりをご覧いただき、ありがとうございます。みな
さまに身近な福祉情報をお届けするために、アンケー
トへのご協力をお願いいたします。
【回答期限】
　令和７年１月23日（木）～２月28日（金）
【回答方法】
　右の二次元コードを読み取りご回答ください。

いしのまき社協だよりについてのアンケートにご協力くださいいしのまき社協だよりについてのアンケートにご協力ください

今号では多くの方々の表彰を報告しております。誰かを想う、声をかける、
手を取り合うって勇気のいることだと思います。そんな一人ひとりの気持
ちや時間が作品や表彰の中には含まれているのだと感じました。2025年
は巳年 蛇は目標に向かって忍耐強く努力するなんて意味も。自分もそん
な風になれるように気持ちを新たに！

　石巻市内にお住まいの、３歳くらいまでのお子さまの写真を募集しております。おらいの（私の家の）かわいいアイドルを、
ぜひご紹介ください。掲載内容については、「お子さまの写真」、「お名前（よみがな）」、「お住まいの地区名」です。

（写真データサイズは５ＭＢ以内）
�※�ご好評につき掲載までに時間がかかる場合があります。お子さま一人１回限りの掲載となりますので、ご了承願います。
　また、兄弟や姉妹での応募の場合、１枚の写真に一緒に写っている画像でお願いします。

【お問い合わせ】本所または各支所まで、電話かメールでご連絡ください。メールアドレス：honsho@ishinomaki-shakyo.or.jp�  ↑応募はこちらから
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岡
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ちゃん

河南地区

●石巻支所
・シャンティ西野裕子 様（埼玉県）
・五十嵐守正 様　
・七瀬藍 様
・宮城県石巻高等学校 様
・株式会社石巻日日新聞社 様
・株式会社山内組 様
・匿名５件
●河北支所
・河北地区
　　グラウンドゴルフクラブ 様
・匿名２件

令和６年10月１日～11月30日までの受付分

　みなさまからお寄せいただきました寄附金、寄附物品につきましては、各種サロン助成等や地域福祉事業に活用させて
いただいております。
　ご寄附につきましては随時受け付けておりますので、みなさまからのあたたかいご支援をよろしくお願いいたします。

被災地へ、みなさまの想い届けます！
vol.7

●令和６年能登豪雨災害義援金
　ちえぶくろの会 様
　石巻市立飯野川小学校 様
　匿名１件
　150,000円（３件）

　ご支援いただきましたみなさまにつきましては、石巻市
社協ＷＥＢサイトに掲載しておりますので、ご覧ください。

●河南支所
・須江・広渕・北村三地区
　民生委員児童委員一同 様
・石巻広域ワイズメンズクラブ

　櫻井美智江 様
・匿名１件
●牡鹿支所
・匿名１件

※11月30日現在
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